
寺島ナス（蔓 細 千 成 ）

隅 田 川 沿 い の 肥 沃 な 土 地 で あ る 寺 島 村

（現 在 の 墨 田 区 ）を 中 心 に 栽 培 さ れ 、千 住

や 神 田 に 出 荷 さ れ た 。都 内 の 主 要 品 種 「千

両 二 号 」と 比 較 し て 早 生 で 生 育 は 早 い 。茎

は 細 く 、開 張 性 で 発 生 は 多 い 。葉 は 小 型

で 、草 丈 は や や 低 い 。果 実 は や や 丸 み を 帯

び た /」ヽ卵形 で 漆 黒 色 で あ る 。色 は 果 実 が 大

き く な る に 従 い 、淡 く な り や す く 、特 に 高

温 と 乾 燥 で 艶 な し 果 が 多 く な る 。

１．作 型

作型 は 、慣 行 品 種 「千 両 二 号」に 準 じ る （表 １）。

ト ン ネ ル は、主 に保 温 と生 育 促 進 を 目的 に 行 うの で 、ベ タ ロ ン や ユ ーラ ッ ク 等 を 使 用 す る

こ とを 推 奨 す る。

表 1「寺 島 ナ ス 」の作 型
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２．施 肥 管 理

「千 両 二 号 」に 準 じ て 行 うが 、「寺島 ナ ス」は 草 勢 が 弱 い の で 、な る べ く 強 め に 管 理 す る（表

２）。特 に 追 肥 の 肥 効 が 途 切 れ な い よ う に こ ま め に 施 し 、乾 燥 し な い よ うに 適 時 灌 水 す る。

表 2「寺 島 ナ ス 」の施 肥 例（10aあ たり）

肥料
施 肥 量

（kg）

成分量（kg）

窒素 リン 酸 カリ

基肥

堆 肥

化 成 肥 料（8-8-8）

配 合 肥 料（8-8-8）

重 焼リン

FTE（微 量 要 素 ）

2,000

100

100

40

5

８

８

８

８

１４

８

８

追肥 化 成 肥 料（16-O-16） 125 20 20

合計 36 30 36
備 考 ① 堆 肥 は 植 物 質 が 多 いも の が 良 い 。

② 追 肥 は４～５回 に 分 け て 施 用 する 。
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３．栽 培 管理

（１）播 種

慣 行 栽 培 に 準 じ る が、自家 採 種 の種子 は発 芽 率や 充 実 度 にバ ラ ツ キ かお る の で ､播 種 数 は

多 めに す る。セ ル ト レ イ は 128穴 が適 当 で あ る。市 販 の果 菜 類 用 の 育 苗 用土 で あ れ ば問 題 な

い。用 土 に 肥 料 を 添 加 す る場 合 は 、十 分 に 混 和 させ る。播 種後 は 、ビ ニ ル ハ ウス 内 に サ ーモ

ス タ ット を備 え た電 熱 線 を 敷 き 、そ の上 にセ ル ト レイ を並 べて 加 温 す る。育 苗 ハ ウス の 条 件

に も よ る が保 温 の た めに ユ ーラ ッ クカ ン キ ２号 ま た は ４号 を被 覆 し 、温 度 調 節 す る。穴 な

し フ ィ ル ムの場 合 は 、マ ル チ カ ッ ターな どで 穴 を 空け 晴 天 日の 日中 に 気 温 が 30℃を 越 え な

い よ うに す る。

(２)育 苗 管理

育 苗 温 度 は一 定 (恒 温 管理 )で も よく 発 芽

す る品 種 も あ る が 、概 し て 揃 い が悪 く な り

や すい た め ､揃 っ て 発 芽 させ る た めに は ｢寺

島 ナ ス ｣も 変 温 管理 とす る。昼 間 は ､気 温 28

～30CCを 目安 とし 、夜 間 は 20～23CC程 度 に

管 理 す る。一 定 の 高 い 温 度 で 発 芽 させ る と

生 育 が揃 い に く く 、そ の後 の 生 育 も揃 わ な

く な る の で 特 に 注 意 す る。出 芽 後 は 昼 温 を

25CCに 下 げ て 管理 す る。灌 水 は 徒 長 さ せ な

い よ うに す る が 、乾 燥 に は弱 い の で 乾 か な

い よ うに努 め る。

ト レ イ か ら抜 け る よ うに な っ た ら 鉢 上 げ

し ､並 べ て 管理 す る。葉 が 触 れ合 うと徒 長 し

や す く な る の で 、適 時 、鉢 を ず ら し て 、ス

ペ ース を 空け る よ うにす る (図 １)。

（３）接 ぎ 本

台 本 品 種 に も よ る が 、接 ぎ 木 に よ っ て 草

勢 が 強 ま り、側枝 の 発 生 が多 く な る。着 果 数

や 肥 大 性 に 優 れ 、可 販 果 率 は 白 根 と 変 わ ら

な い が 、収 量 は 増 加 す る。

接 ぎ 木 は ､一 般 的 な 方 法 で 行 う。台 木 は 土

壌 病 害 の 予 防 と 草 勢 強 化 が 目 的 で あ る の

で 、慣 行 栽 培 と 同 様 に 半 身 萎 凋 病 に 耐 病 性

が あ る 「ト ナ シ ム」や 「ト ル バ ム・ビ ガ ー」

育 苗１

を 使 用 す る とよい 。穂 木 と台 木 で は 生 育 が 異
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なるので播種目をずらす必要があり、台 木 の 生 育 は 穂 木 よ り も 遅 い の で 早 め に 播 種 す る

（「トナ シ ム」で は 穂 木 の 14 Fﾖほ ど前 が 目安 ）。

方 法 は 「害枋 接 ぎ 」で も よい が、接 ぎ 木 チ ュ ーブ を 用 い た斜 め合 わ せ 接 ぎ は 、カ ミ ソ リ 刃

があ れ ば 容 易 に で き 成 功 率 も 高い 。接 ぎ 木 床 は ピ ア レ スフ ィ ル ムの よ うな あ る 程 度 光 は 通

す が、熱線 を遮 り遮 熱 ･保 湿 効 果 が 高 い フ ィ ル ム が よい。接 ぎ 本 直後 は 28～30℃で 管理 し 、

２日 後 に 25cC、さ ら に ２～３日 後 に 20°Ｃとし て 様 子 を み る。６日 目以 降 は 徐 々に 換 気 を 行

うよ うに す る。順 化 後 は 10.５ ｃｍ～12 cmの 大き め の ポ ッ ト に 鉢 上 げ し て 根 の 老 化 を 防 ぐ 。

（４）定 植 方 法

ベ ッド 幅 70 cm、株 間 60 cmを 基 準 とし 、通 路 幅 は 140～170 cmを 目安 とし 、で き る 限 り

広い ほ うが 収 量 も 品 質 も優 れ る。仕 立 て る 主 枝 数 が 少 ない 場 合 に は ､株 間 は 狭 く て も よい 。

マ ル チ も 慣 行 と 同 様 に 黒 で 問 題 は ない が 早 植 え で 地 温 が 低 い と き は透 明 で も よ い 。定 植 が

４月 中で あ れ ば保 温 用 のト ン ネ ル は 必 要 で あ る。

（５）定 植 後 の管 理

「千 両 二 号」は 主 枝 ４本 仕 立 て の Ｖ字 誘 引 とし 、側 枝 は １果 ま た は ２果 ど り で 切 戻 し を 行

うと高 品 質 で 収 量 も多 く な る が、「寺 島 ナ ス」の 管 理 はや や 異 な る。葉 は 小 型 で コン パ クト

な 草 姿 の た め、単 位 面 積 あ た り の 枝 数 を 増 や し た ほ うが よい と考 え ら れ る。仕 立 て は Ｖ字 誘

引 とし 、主 枝 数 は 、株 間 60 cmの 場 合 は 株 あ

た り ６本 とす る。強い 主 枝 が ６本 決 ま ら ない

場 合 に は 、最初 は ４本 とし て そ の 後 の側 枝 か

ら 強い 枝 を 伸 ば し 、最 終 的 に ６本 とす る。側

枝 は 放 任 す る と込 み合 うの で 切 戻し を行 う。

た だし ､草 勢 が弱 い とき は 頻 繁 に切 戻 し はし

ない。

（６）生 育 判 断

一 般 的 な ナ ス の 草 勢 判 断 と 同 様 で ､第 一 に

花 の 状 態 を み る。健全 な 生 育 の 時 の 花 は 色 が

濃 く 大 き く 、柱 頭 （雌 し べ ）が 葯 （雄 し べ ）

よ り 長 く 飛 び 出 て い る 長 花 柱 花 の 状 態 と な

る。花 の 位 置 は 、茎 の 先 端 か ら 15～20 cmの

位 置 に 開 花 し ､開 花 位 置 よ り 上 に ３～４枚 の

葉 が 展 開 し て い る 。一 方 、開 花 位 置 が 茎 の 先

端 か ら 10 cmよ り 短 く 、花 の 上 に 展 開 葉 が

１～２枚 の 場 合 に は 、草 勢 は 弱 い 。花 の 質 は

悪 く 、小 型 で 中 花 柱 花 や 短 花 柱 花 と な る 。肥 図 ２　生 育 盛 期 （８月 下 旬 ）
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料が切れてくると、葉 は /」ヽさく な り 、下 葉 か ら 黄 色 く な る の で 追 肥 や 灌 水 に よ り 肥 効 を 高 め

る。

生 育 が 順 調 で あ れ ば 、「千 両 二 号 」並 み の 伸 長 性 が あ る。葉 は 小 さ め で あ る が 、側 枝 数 が

多 く 葉 は よく 茂 る （図 ２）。基 部 の 茎 の 太 さ は 「千 両 二 号」よ り も 太 い 。

４．収 穫 方 法

「寺 島 ナ ス 」で 最 も 重 要 な の が 収 穫 サ イ ズ で あ る。特 に 果 実 サ イ ズ に よ る 品 質 の 変 化 が 大

き く 、収 穫 サ イ ズ が 大 き く な る ほ ど 色 ボ ケ 果 や 艶 な し 果 が 増 え る 傾 向 が 強 い 。そ の た め 長 さ

7～８　ｃｍ、重 さ 35～40 gほ ど で 収 穫 す る の が 、収 量 や 品 質 面 か ら 判 断 す る と 適 当 な サ イ

ズ とい え る（図 ３）。な お 、「千 両 二 号 」の 慣 行 的 な 果 実 サ イ ズ は 、長 さ 13～14 cm、重 さ 100

～nOgで あ る 。

「寺 島 ナ ス 」は 、果 実 サ イ ズ が 小 さい ほ ど 糖 度 が 高 く な る 傾 向 か お り 、比 較 的 小 さい 果 実 で

収 穫 す れ ば 色 も 食 味 も 優 れ ､収 穫 で き る 果 実 数 は 多 く な る。 Bｒiｘ糖度 は 、「寺島 ナ ス 」が 「千

両 二 号 」よ り 有 意 に 高 い 。し か し 、果 実 サ イ ズ が 小 さ い た め 一 般 的 な ナ ス に 比 べ れ ば 収 量 は

少 な い 。主 枝 数 を ６本 に し た 場 合 、収 穫 個 数 は 「千 両 二 号 」の ２倍 に な る が 、収 量 は 75％程

度 （約 ５～６ｔ）で あ る 。

「と げ な し千 両 二 号 」　　　　　　　　　　　　「寺 島 ナ ス」

図 ３　果 実 サ イ ズ と 形 状

５．病 害 虫防 除

慣 行 栽 培 と同 様 に 半身 萎 ち ょ う病 や う どん こ 病 な どに 注 意 し 、薬 剤 防 除 す る。特 に 、高 温

乾燥 時に は、ダ ユ の発 生 に 注 意 す る。

６．採 種

（１）人 工交 配

10月 に 入 る と気 温 が 下 が り、充 実し た花 が確 保 で き な く な る。果 実 の成 長 も 進 み に く く

な る た め、そ れま で に採 種 す る果 実 を 成 熟 させ る こ と が重 要 で あ る 。で き れ ば ８月 ま で に
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採種株を決め、生 育 の 良い 枝 につい てい る 健 全 な花 を 選 ん でお く。開 花 前 に 袋 掛 け を行

い 、他 品 種 の花 粉 が 付 か ない よ うに す る。

（２）収 穫・採 種

果 実は 開花後 ３～４週 間ほ どで 肥大が完了 す る （図 ４）。果 実 の色 が褐色 に変 わっ た頃

が採 種 用果 実 の収 穫適期 であ る。　８月中 旬 開花 の場 合 、約 ２ヵ 月 で収 穫でき る。収 穫後

は、10日 ～２週 間ほ ど室温で 追熟 させ て採 種する。採 種 は、ボ ール な どに水 を 張 り、そ の

中で果実 を揉 みな が ら 種子 を洗い 落 としてい く と採 りやすい。

（３）乾 燥 ・貯 蔵

種 子 につ い てい る 余 分 な果 肉 片 を 洗い 落 とし 、新 聞 紙 な ど の上 に 広 げ 、よ く 乾 燥 させ て

か ら 乾燥 剤 と と も に 袋 に 入 れ て 冷 蔵 保 存 す る。種 子 数 は、１果 あ た り 2000粒 以 上 採 種 で

き る。

肥 大 時 の 果 実 採 種 時 の 果 実

種 子 の 乾 燥採 種

図 ４　採 種
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